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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月15日、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・青陽館パンフレットが完成したので、各自目を通しておくこと。9月頃より病院、施設を訪問予定。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/4（水）・11（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。
＜9月祝日プログラム＞
デイケア
⇒祝日が2日あるので外出と調理を一日ずつ行う予定で、ミーティングで希望を聞き、今週中に内容を決定し、来週から出欠確認、参加希望を取っていく。
デイナイトケア
⇒9/16はおやつにアイスクリーム、9/23は昼食にお弁当を食べる予定。お弁当はよこまち
ストアに注文する予定で、各自の希望を聞き、発注予定。
※園芸療法で収穫したジャガイモは、祝日プログラム等で利用できるように、内容を工夫していく。
＜研修案内＞

・がん講演会

　日　時：9月18日（水）18：00～19：00

　場　所：八戸市立市民病院　2階　講堂

　テーマ：がん治療と緩和ケア

　講　師：井上　彰氏

　締　切：9月6日（金）

　参加費：無料
・八戸精神科医会
　日　時：9月18日（水）18：40～20：00

　場　所：八戸パークホテル　1階「マグノリア」

　テーマ：①経皮吸収型抗精神病薬　ロナセンテープの開発
　　　　　②統合失調症急性期薬物療法

　講　師：①藪内　一輝氏　②八田　耕太郎氏
　締　切：9月16日（月）

　参加費：無料
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

＜利用者様情報＞

デイケア
・田向　玲美様　～来所時に「人の個人情報を離さないようにします」とスタッフに話しており、自身の課題について意識をしている様子が窺えている。以前体験利用の際に交流を持ったことのある利用者に自発的に声掛けし、交流を持っている。
・藤村　翔様　　～グループホーム世話人からの情報提供にて、今朝母様より電話があり、内容は昨日本人との電話連絡の際に藤村様を怒らせてしまったという。経緯は電話の際に藤村様より「サバ缶を食べたい」との要望があり、普段食料を買う際に一度にすべて食べてしまう為、分けて食べるよう助言すると普段と違い怖い言葉遣いで「そんな言い方していつも食べさせない」と言われている。世話人が今朝訪問した際にはやや多弁傾向があり、普段はあまりしない朝の清掃を行っていたことを母様に情報提供している。母様とのやり取りに関しては本人より訴えは無く、デイケアでも様子観察して欲しいとの要望がある。デイケアではプログラムでは積極的に意見を述べており、表情の硬さ等はない。
・淡路　智恵子様～グループホーム世話人より情報提供があり、訪問時にデイケア利用者（田端香織様、上川原豊様）の名前を挙げて「気が合わない、嫌いなんだよね」との訴えが聞かれていたとのこと。
・番澤　政勝様　～グループホーム世話人より情報提供があり、訪問時に体調を尋ねると「今日もおかしい感じがする」との訴えがあったとのこと。
・下宇坪康一郎様～定時を過ぎても来所せず、連絡もない為こちらから連絡している。父様が電話に出られた為本人へ電話を代わって頂く。連絡が無い為何かあったのか確認すると「体調が悪くて。」と返答している。具体的な症状を聞くが、言葉を濁している。休む際は電話が欲しい事を伝え、終話している。

デイナイトケア
・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり。昨日熱35.5℃～36℃で経過。食事は全量摂取しているとの事。今朝は、35.1℃に解熱している。不調や疲労感のためか、昼夜を通し自室で眠っている様子。休養のため、デイナイトケア欠席となる。
・山田　隆雄様　～青風荘より情報提供あり。昨日、19時20分頃、スタッフへ近づき「転んでハンガーを壊しました」と話し掛けがある。左前腕部をぶつけたとの事で、疼痛、外傷無し。ハンガーラックが故障したため、新しい物を購入したいと本人より希望があり、家族様に連絡すると伝えている。

ショートケア
特記無し。
カンファレンスシート（天間　彩乃様）

実施日：2019年9月5日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：石田

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	天間　彩乃
	性別
	女
	年齢
	29
	生年月日
	平成2年3月20日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	薬剤性パーキンソン症候群

	治療方針（医師の指示）
	自発性の向上、意欲の向上

	本人希望
	上手にコミュニケーションが取れるようになりたい。

人の多さに慣れる。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回（2019年8月6日～現在）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成　
両親と3人暮らし。
母：専業主婦

父：JR関係
兄：都内在住。アルバイト勤務

キーパーソン：母

	生活歴・現病歴

岩手県一関市にて出生。地元の小・中学校、一関第一高等学校[普通科]を卒業し、大学へ進学。進学に伴い、一人暮らしを開始し、大学は4年で卒業。

大学卒業後
東京都で事務希望として就職するが、実際には介護職であった。業務が忙しく、1年半で退職。その後、コールセンターへ就職するが、多忙な業務に追われ1年間で退職。記者になりたい夢があり、独学で勉強し、東日本大震災のボランティア活動にも参加していた。その後、何度も就職活動も行うが、不採用が続いた。母へ強く当たることもあった。
H27年
父の転勤に伴い、両親と八戸市へ転居。記者になるための勉強や就職活動は継続していた。
H30年1月、
抜歯後に帯状疱疹となり、主治医より「ストレスも関係している」と説明があったとのこと。
H30年4月
幻聴、不眠、頭痛や耳鳴り、生活音への敏感さ等を訴え、内科を受診するが異常所見なく、心療内科への受診を勧められ、マナクリニックを紹介される。しかし、受診に対して本人より拒否あり。だが、夜間一睡もできずに経過することがあった。
H30.7.19
同クリニックを受診。「統合失調症」との診断により、薬物療法を開始している。同院デイケアの利用を希望し、見学を行うが「人が多くて緊張してしまう」と本人が話し、利用には至らなかった。
H30.11.22
当院への転医希望あり、当院初診。現在、通院を継続している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活能力を維持出来る。集団内でも緊張せず、他者と円滑に交流を持つことが出来る。
	①現状の生活リズムを維持する。自宅での日中の活動を今後も継続出来る。
	①ショートケア及びプログラムに継続して参加できる。
	来所時は、自分から各プログラムに参加する。スタッフは本人の考えや希望を確認しながらプログラム参加を促し、日中活動の確保と活動性の向上を図っていく。

	
	②人が多い環境他者と話すことが出来る。
	②意見を自主的に発することが出来る。集団内に交わることが出来る。
	スタッフは交流状況を確認し、問題や困ったことが生じた際にはどのように対処すべきか話し合う。

	
	③病状管理能力を獲得する。
	③体調不良への対処能力を獲得する。
	身体面、精神面の不調を感じた際には無理せず相談し対処法を検討していく。スタッフは体調を確認しつつ、不調の訴えがあった際には状況を確認し、対処法を検討しながら実践を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ショートケア及びプログラムに継続して参加できる。
	2019年3月より体験利用を開始。母様の同伴にて週1回の体験を重ね、8月6日より正式利用を開始。8月はお盆週以外、欠席なく参加している。ショートケア（午後）でも、時間いっぱいいることは無く、ミーティング前に帰宅している。プログラムでは、毎回ホール端に着席し参加しており、スタッフの板書内容をノートに書き写している。『疾病教室』はスタッフの説明を真剣に聞く様子があるが『社会資源』『マナー講座』では読書をして過ごしている。
	体調不良等は無く、自身の用事以外で欠席することは無い様子。上記を今後も評価しつつ、産気継続に向け助言していく。関心のあるプログラムには積極的に参加している為、継続しつつ、関心の幅を広げられるよう本人に意向聴取していく。

	②意見を自主的に発することが出来る。集団内に交わることが出来る。
	②母様が同伴していた際は、母様の発言に頷くことでコミュニケーションを取っていた。現在、来所時の挨拶は受け身的に行っている。余暇時もホール端で1人で座っている事が多く、自主的に他者に話し掛ける事は無い。以前、特定利用者様（高阪博英様）と同テーブルになることがあり、その際には交流が見られていた。また、女性利用者（根地戸恵様）に話し掛けられた際には、「うんうん」と頷きつつ相手の顔をみつつ短文ながら返答出来ている。ミーティングには参加出来ておらず、集団内に交わり意見を聞く・発するといった環境にいることは少ない。
※園芸療法には表情穏やかに参加出来ており、参加者と交流を持つことも見られていた。だが、母様同伴時期だったため、他者が本人に話し掛けるも母様が返答するといったことが多く見られていた。
	引き続き他利用者との交流状況を確認し、都度振り返りをしていく。

	③体調不良への対処能力を獲得する。
	現在も、妄想が続いているとの事。生活内で大きな支障を来たすことはないと話すが、やはり気になってしまうとのこと。

	随時、体調を確認し、病状悪化防止に努める。




【目標・治療計画（検討後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	
	
	
	

	
	
	
	


